





─ バックが起こした社会運動を事例に ─ 
The Impact of Social Movements Conducted by Pearl S. Buck 





























































































































































「（戦後の）日米混血児第 1号の誕生」というニュースが 1946（昭和 21）年 6月末に
ラジオで流れ、戦後間もない日本に衝撃が走った。GHQが日本に上陸したのが、45




































































































































































（7） 日本全国に配置されたアメリカ人スタッフは 6千人を超えた（本庄 2014：11）。
（8） 澤田は明治以来の大財閥・三菱合資会社社長の男爵・岩崎久弥（弥太郎の息子）の長女で
ある。財産税で国に物納されていた東海道線・大磯駅前の岩崎家別荘（別名「岩崎山」総
面積 30,460.77m 2 9,230.54坪）を、澤田は戦後に集めた募金から 400万円で買い戻し、そ
こに本施設を設立した。













言葉を紹介した。2020（令和 2）年 5月 28日にも本番組は再放送された。
（14） 「（ニッポン人脈記）親になる、子になる：12『日本のおば』に見守られ」『朝日新聞』夕
刊、2011年 11月 21日、1面
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事例 作品名 パール・バック 共通事項 山崎豊子 作品名





































































































































事例 作品名 パール・バック 共通事項 山崎豊子 作品名
11 『私の歩んだ世界』
バックが中国で白人に対
する抗議が広がっていた
当時を振り返り、現地で
犬に吠えられ、子どもた
ちにも罵倒された場面を
次のように記した。「犬
だけは大胆に私に吠えか
かり、大胆に外国人に対
して感ずるように教え
られていた憎悪を示し
た。」、子どもが「『洋怪
鬼』（外国の悪魔）と怒鳴
ることがあった」
中国で犬に吠えられ、
子供達に罵倒されたり
反抗的な態度を取られ
たエピソード
胡耀邦総書記との晩餐
会の席で「犬好きな私
には、どの国のどんな
犬でもなついてくれる
が、延安ではウーッ、
ワンと吠え立てられた。
さすが『抗日犬』は違
います」と、山崎が述
べ、秘書・野上は「「抗
日戦争の地であった延
安は、道ですれ違う小
学生に『ニイハオ』と
手を振っても、（中略）
私たち日本人をキッと
した目で睨みつけた」
と補足している。
『山崎豊
子先生
の素顔』
（野上孝
子）
12
・「私自身の国は、後に
なってアメリカの大学に
学ぶ中国の学生の奨学金
を出し、援助するよう
にした」（『私の歩んだ世
界』）
・「パール・バック財団」
と「パール・バック教育
基金」による混血児支援
全般と混血孤児の高校進
学支援
奨学金授与による高校
進学支援
1993（平成 5）年「山崎
豊子文化財団」から奨
学金の授与。
当初は、中国から日本
に帰国した戦争孤児の
子ども達に対し、現在
では、その後に続く世
代の子ども達を対象と
して、高校に進学でき
るように奨学金を授与
するもので、現在でも
続けられている。
13
『神の火を
制御せよ
─原爆をつ
くった人び
と』
・原爆開発を行った科学
者達の苦悩を描いた。
・原爆の悲惨さ、被爆の
恐ろしさと苦しみを描
き、核兵器廃絶と世界平
和への思いを込めてい
る。
戦争と平和
「若い人にどうしても戦
争と平和について考え
てもらいたい」と最後
の力を振り絞り、戦争
をしないための軍隊で
ある自衛隊を描いた。
『約束の
海』
筆者作成
